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「生活環境」の因子 「地域の人間関係」の因子 「自分らしい生き方」の因子

私は幸福である地域の人々は
幸せである

地域の生活に
満足しているウェルビーイング・

インパクトの視点

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」
における市民の幸福度の向上

政策の視点

デジタルと人の
共創基盤の視点

デジタル基盤の整備 デジタル人材の育成・確保

周りの人も楽しい
気持ちでいる

地域に魅力的な生活環境をつくる 夢を支え仕事をつくる活力ある地域をつくる

スマートシティ推進組織の運営

• データ連携基盤
• マイナンバーカード
• オープンデータ
• 光ファイバ、5G、LPWA 等
• オンライン化やキャッシュレス化の推進

• 浜松市デジタル・スマートシティ官民連携PF
• 各分野の官民連携組織
• （モビリティ、CN、ウエルネス等）

• 小・中学生を対象としたプログラミング教室
• 企業等のDX人材の育成
• 庁内のDX人材の育成
• スマホ講座の開催

医療・福祉 住宅環境 子育て 遊び・娯楽 地域との
つながり

多様性
と

寛容性
雇用・所得 事業創造

医療機関が
充実している

適度な費用で
住居を確保できる

子どもたちが
いきいきと暮らせる

楽しい時間が
過ごせる娯楽施設がある

このまちに
愛着を持っている

若者が
活躍しやすい

適切な収入を
得るための機会がある

新たなことに挑戦
するための機会がある

統合マップ チームB
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医療・福祉

買物・飲食 住宅環境

移動・交通

遊び・娯楽

子育て

初等・中等教育

地方行政
デジタル生活

公共空間

都市景観 自然景観自然の恵み

環境共生

自然災害

事故犯罪

地域とのつながり
多様性と寛容性

自己効力感

健康状態

文化・芸術

教育機会の豊かさ
雇用・所得 事業創造
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チームB
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【事業創造】
「新たに挑戦するための機会がある」

学生 就業者(創業希望) 外国人

知識等を
学べる

活動できる
場所がある

相談相手
がいる

創業資金
のサポート

生活の
サポート

ビジネスの
サポート

将来、起業したいので必
要な知識等を習得した
い。

ビジネスプランのブラッシ
ュアップや創業資金の準
備など、多くの課題を解
決する必要がある。

日本の生活やビジネス
習慣を理解するとともに、
言語も学ぶ必要がある。

ペルソナ・ロジックツリー

【主テーマ】
将来に向けた準備

【主テーマ】
ビジネスプランの構築

【主テーマ】
文化の違いを克服

チームB
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【事業創造】新たに挑戦するための機会がある
【ペルソナ】 外国人（20～50代のインド人）

• 日本の生活やビジネス習慣を理解するとともに、言語
も学ぶ必要がある。

現

状

• 浜松市に多くの外国人が訪れ、大きな負担なく起業
が出来る。

将
来
像

• 【人】行政・大学・士
業・通訳・企業・支援
団体など

• 起業の意向が高まる
（参加者・利用者への
アンケート）

• 相談窓口の設置（官民
協働）

• 起業セミナー開催による
交流機会の提供

• 市民の幸福度の向上
（幸福度のスコア）

• ペルソナの幸福度の向上
主観現在56.78→60
客観現在54.13→60

• 心理的負担なく起業
がし易いと感じる
（独自アンケート）

• 【物】オフィス・交流施
設・学校など

• 外国人へのオフィス提
供（オフィス利用率）

• 日本語教室開設

• 市民の生活満足度の向上
（生活満足度のスコア）

• ペルソナの生活満足度の向
上
主観現在56.78→60
客観現在54.13→60

• 起業するためのリソー
スが充実
（独自アンケート)

• 【金】補助金・クラウドファ
ンディング・融資・ベン
チャーキャピタル（投
資）・寄付など

• 外国人起業家数の
増

• 投資金額や融資数の
増

• 補助金の整備
• 投資会社の紹介
• 金融機関の紹介

• 【情報】ビザ取得に向けた
ノウハウ・先駆者とのネット
ワーク・起業ノウハウなど

• 外国人コミュニティの参
加者数の増• 外国人コミュニティの創出

• メンター制度
• 生活・ビジネス情報提供
• ポータルサイトの開設

インプット 中間アウトプットアクティビティ 総合インパクト最終アウトプット

チームB

• 経済的に自立し、地
域になじんで暮らして
いる
（独自アンケート：
外国人の「街の暮らし
やすさ」
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【浜松市 幸福度指標システム】

【属性データ】

 性別
 国籍
 年齢層
 居住地区
 居住年数
 家族構成
 職業
 その他属性

【ウェルビーイングデータ】

 主観データ
• ファーストレイヤー
• セカンドレイヤー

 客観データ
• ファーストレイヤー
• セカンドレイヤー

【分析枠組み・指標】

 階層型＋α
• 相関分析
• 因子分析
• 回帰分析
• レーダーチャート
• 主観×客観
• ロジックツリー
• ロジックモデル

【分析結果】

 自治体全体
• 幸福度
• 生活満足度

 セグメント・ペルソナ別
• 幸福度
• 生活満足度

X X ⇒

チームB
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【浜松市 幸福度指標システム】

【人材育成】

 庁内研修
・管理職向け
・中堅職員向け

 市民研修・セミナー

 出前講座

【報告・モニタリング】

 市民向けダッシュボード

 推進本部会議

 官民連携PF運営委員会

 市HP

【市民参加】

 ワークショップ
・官民ワークショップ
※Decidim活用

 イベント

 市民アンケート

 ウエルビーイング・アワード

【イメージ図： ウェルビーイング指標活用プロセス】

X X

チームB
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【市独自の客観指標として追加すべきもの】

 起業数（うち外国人による起業数）
 スタートアップの売上高
 浜松市外国人材活躍宣言事業所数

【市独自の質問項目として追加すべきもの】

 「地域の人たちと交流しているか」
 「性別や国籍に関係なくビジネスができる環境
があるか」

【浜松市 幸福度指標システム】（浜松市独自の質問項目や客観指標として追加すべきもの） チームB



9

アペンディックス

【アペンディックス資料】
 エグゼクティブサマリー
 地域幸福度（Well-Being）指標 ダッシュボード 浜松市の特徴

チームB
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エグゼクティブサマリー（1枚目）

【浜松市が市民のウェルビーイング向上の観点から目指すべき都市像】
 一層魅力ある地域の生活環境と自分らしい生き方を実現できる地域社会を市民協働で育み、様々な
バックボーンを持つ人たちが満足し自己肯定感をもてる多様性と寛容性のある都市

 人口減少・高齢化による生産年齢人口の減少に伴い、地域経済の縮小が懸念される。
就労・起業活動の支援を通じて、地域社会の一員として外国人を迎え、地域経済の底上げと市全体の
ウェルビーイング向上を図る。

【選択した８つの政策領域について】
 客観因子の自己効力感は高いが、主観因子で見ると、20～50歳台の自己効力感が他の年代と比較
して低い現状があり、自分らしい生き方を支えるため、仕事が重要である。【事業創造】【雇用・所得】

 市の方針としても、「しごと、ひと、まち」の創生が一丁目一番地。
 「ひと」は、子育てがしやすい環境と捉え、【住宅環境】や【子育て】、 【医療・福祉】、 【遊びや娯楽】、「ま
ち」は、【地域との繋がり】や【多様性と寛容性】を選択した。

 なお、人口が減少する中では、ペルソナ（市民像）を考える際、視野を外国人にも広げることが重要。
【地域との繋がり】や【多様性と寛容性】は多文化共生へ。

 「しごと」は「ひと」を定着させ、「まち」をつくる基本であるため、事業創造を選択。

統合マップ

統合マップ

チームB
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エグゼクティブサマリー（2枚目）

【想定したペルソナの説明】
 人口減少が進む中で、外国人は今後欠かすことのできないパートナーであり、「未来へかがやく創造都
市・浜松」を構築するためには、多様性と寛容性が求められる。
中でもインドは、日本と安定した国家関係を持っており、多数のスタートアップが毎年誕生、世界2位の
人口、旺盛な起業家精神、IT人材の豊富さ、キャリアの選択肢として日本を志向する人が多いなどの
理由から「インド人」をペルソナに設定。

【ロジックモデルの説明】
 本市に多くの外国人が訪れ、大きな負担なく起業ができるようにすることを将来像に設定。
 相談窓口の設置やオフィスの提供、助成金制度の整備などを通じて、最終的に起業した外国人が
暮らしやすいまちづくりを実現できているかについて、測る。

【 浜松市幸福度指標システムの説明】
 主観：地域の人たちと交流しているか、性別や国籍に関係なくビジネスができる環境があるか、客観：
外国人による起業数等の本市が目指す将来像に合った独自指標を増やし、相関関係、因果関係など
の分析により確認していく。

ペルソナ・ロジックツリー

ロジックモデル

浜松市幸福度指標システム

チームB
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添付資料（ダッシュボード）

【総合】全体

チームB



【因子別】全体



【主観詳細】全体




